
県政に対するご意見・ご要望をお寄せください
①

　昨年２月末、突然、安倍首相（当時）が学校の
一斉休校、イベントの自粛を要請、コロナ禍に
よって貧困や教育格差が指摘されています。社会
生活に急ブレーキを踏んだことがどれほどの影響
をもたらすのか、ブレーキとアクセルのバランス
の難しさを痛感します。
　昨年２月定例会で緊急にコロナ対策を講じ、４
月臨時会の開催、６月、９月そして12月議会も
急遽、延長してコロナ感染拡大防止集中対策に取
り組むため７８億円余を措置、これまでの感染防
止対策や経済対策は、総額１５１９億円となりま
した。
　以下、県が取り組んでいる対策の主なものです。
・感染症防止対策（２２８億円）―学校、社会福
祉施設等の感染防止の徹底のため必要な備品購入、
PCR検査5300件／日（現在4700件／日、年度
末5700件／日）など
・医療提供体制の確保（４３１億円）―感染症患
者の入院病床確保（２８７床→３００床以上）、
軽症者の療養施設確保（１５０室→２００室以
上）、ECMO４台（現在１台）、人口呼吸器
５２台（現在３７台）など
・３密を避けた事業継続と雇用対策（６０７億
円）―実質無利子・無担保資金繰り支援、感染防
止対策協力企業への支援金など
・安心安全な県民生活（１４２億円）―休業等を
理由とした一時的な資金貸付、介護・福祉、救護
施設従事者への慰労金など

・教育の機会確保（３５億
円）―学習指導員・スクー
ルサポートスタッフの配置、
学校の空調設備など
・新しい生活様式を踏まえ
た経済活動（６４億円）―
情報通信基盤整備を行う市
町への支援、コロナ禍を契
機に本社機能移転誘致推進
など

　コロナと生きる「新たな生活様式」を作ってい
くことをそれぞれ考えることが求められています。
後戻りはできないと思います。
　ウイルスと人類は共存してきたと言われます。
ウイルスを根絶することができないのであれば、
付き合っていく他ありません。広島県の発生状況
はステージⅣに近づきつつあり、医療体制がひっ
迫しています。
　医療、介護従事者の皆さまには感染というリス
クを伴う中での活動に敬意と感謝を申し上げます。

新型コロナ対策

感染拡大防止など総額１５１９億円余

［資料］新型コロナウイルス感染症患者の推移
　　　　（2020年12月14日広島県公表）



②

 ホームページを更新しました。スマホからもご覧いただけます。

設置しました。災害死ゼロを目指して取り組みま
す。

高病原性鳥インフルエンザ県内初
　年末には、三原市で初めての高病原性鳥インフ
ルエンザが確認され、県職員や自衛隊の応援を得
て殺処分、消毒を行いました。まん延防止対策、
関係業者支援策など２３億円余の対策費を決定し
ました。県内の採卵・養鶏関係者にはご心配をお
かけしています。

意見書「核兵器禁止条約の署名・批准に向けた建
設的な議論を求める意見書」を提出、採択されま
した。

河井元法相夫妻大規模買収事件
　８月25日、東京地裁で公判が開始され、県議
会議員１３人の名前が挙がりました。「どうなっ
とるんや」と県政に対する不信、お叱りをいただ
きました。私たちもテレビ・新聞報道でしかわか
らないため、名前の挙がった議員に説明する場を
求めて議長に要請。また、辞職勧告決議案の提出
の検討、2007年に広島県議会が制定した政治倫
理条例に基づく政治倫理審査会設置について検討
しましたが、「公判中」という壁のため、推移を
見ることと判断しました。県議会には自浄能力が
ないというご批判は受け止め、引き続き信頼回復
に向けて取り組んでまいります。有権者と共に選
挙の金権体質を変えていかなければならないと思
います。

　2018年７月６日未明の発災から２年半が経過
しました。改めて犠牲となられた方、御遺族にお
悔やみを申し上げます。また、被災された皆さま
にはお見舞いを申し上げます。一日も早い復旧、
そして安心して生活ができるように元に戻すだけ
ではなく、激甚化する災害に対して「創造的復興
による新たな広島県づくり」を掲げ、減災に努め
ていきます。
　災害復旧事業として採択された公共土木事業
２５５０箇所のうち11月末現在、２３１４箇所
を発注済、うち１３１３箇所が完成、２３９箇所
が今後発注予定。
　三篠川は１００億円の事業予算を措置、栄堂
川・関川・河津川・湯坂川・麻下川・奥迫川・
矢口川など支流を含めて護岸改修や河川拡幅を
2021年度中の完了に向けて取り組みます。
　砂防急傾・治山関係は、緊急性の高い３０１箇
所を整備予定、うち県が実施する災害緊急関連事
業１７０箇所（砂防急傾１１１箇所、治山５９箇
所）、発注済１６９箇所、うち砂防急傾６９箇所、
治山３１箇所が完了しています。

　昨年12月４日、７７人の犠牲者を出した
2014年８月20日土砂災害復旧完了式が行われ
ました。国・県により９９カ所の災害防止施設を

７月豪雨災害復旧

インフラ整備に２４０９億円余

本格的な改良復旧工事が始まった三篠川（上三田） 既に完成した治山堰堤（倉掛）


